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４．都市機能誘導区域 
（１）都市機能誘導区域の設定方針 

都市機能誘導区域は、医療、福祉、子育て、商業といった生活サービス施設の立地

を図りながら、市全体が持続するために必要な中枢的な拠点を形成するために定める

地域です。 

その位置は、駅やバスターミナルなどに近く、業務や商業施設などが集中して、都

市機能が一定程度充実しています。また、公共交通による周辺からのアクセスの利便

が高い区域で、徒歩や自転車などで容易に移動できる範囲に定めることが想定されて

います。 

このことから、都市機能誘導区域は、居住誘導区域を定める花巻地域及び石鳥谷地

域が考えられますが、総合的かつ複合的な生活サービスの中枢機能が多く立地してい

る中心市街地においては、今後もその中心拠点の維持・継続していく必要があること

から、花巻地区の中心市街地を対象に都市機能誘導区域を設定するとともに、誘導す

べき施設（都市機能誘導施設）を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

【具体的な区域設定の基本的な考え方】 

① 居住誘導区域との関係 

・住宅及び都市機能の立地の適正化を効果的に図るという観点から、居住誘導

区域と都市機能誘導区域の双方を定めるとともに、居住誘導区域の中に都市

機能誘導区域を設定することとします。 

・都市機能誘導区域は居住誘導区域の中に設定されるものであり、都市機能誘

導区域に医療・福祉・商業等の都市機能とあわせて居住を誘導して行きます。 

② 農地保全等との調整 

・市街地の周辺の農地のうち、生産緑地地区など将来にわたり保全することが

適切な農地については、居住誘導区域に含めず、市民農園その他の都市農業

振興策等との連携により、その保全を図っていきます。 
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（２）都市機能誘導区域の検討 
都市機能誘導区域は、交通の現状及び将来の見通しを勘案し、適切な都市機能増進施設

の立地を必要な区域に誘導することにより、住宅の立地の適正化が効果的に図られるよう

に定めます。 

本市においては、中心市街地である花巻駅周辺地域を対象に、中心市街地として失われ

てきた都市機能を再編するため、必要な都市機能増進施設の立地を誘導していきます。区

域の設定については、多極化された居住誘導区域からも容易にアクセスできるよう、公共

交通機関である鉄道の花巻駅及びバスの停留所から歩いて利用できる範囲での区域設定と

していきます。 

なお、都市機能誘導区域の設定にあたっては、以下の条件を満たすエリアについて設定

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【都市機能誘導区域設定条件】 

《区域に含めるエリア》 

① 居住誘導区域内の人口が集中している（ＤＩＤ区域）エリア 

② ピーク時に運行本数が片道３本以上の鉄道駅である花巻駅から半径１㎞、バス

停留所から半径 500ｍ以内のエリア 

③ 公共用地率が 15％以上のエリア 

④ 商業、医療、福祉、子育てなどの様々な生活サービス施設が集積している若し

くは集積可能エリア（商業地域等） 

【都市機能誘導区域の対象エリア】 

施設の立地を図る上では市街地の中である程度まとまった土地が必要であり、本市

において上記の条件を満たすエリアは、ＤＩＤ(人口集中地区)のうち花巻駅を中心に

半径１km、大町バス停留所を中心に半径500ｍの範囲にあるＪＲ東北本線と県道山の

神西宮野目線の間のエリアとなります。このエリアには、市の中枢機能が集積し、旧

県立花巻厚生病院跡地などの公共用地や遊休地があるとともに、幹線道路の一部区間

でロードヒーティングが整備されているほか、無電柱化も行われているなど、市内で

最も公共インフラが整っている地域となっています。 

従って、都市再生特別措置法に基づく事業として、先ずは国の事業も活用しながら

施設の整備を図ることが可能と見込まれる区域を対象に都市機能誘導区域を設定し

ます。 
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《都市機能誘導区域》 
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５．都市機能誘導施設 
（１）誘導施設の設定方針 

人口減少・少子化に歯止めをかけ、将来に向かって持続可能な都市としてあり続け

るためには、「花巻市の将来を担う若者が定住し、安心して子育てができる環境づくり」

を進めるとともに、「住みたい、住み続けたい」と感じる魅力あるまちづくりを展開し

ていく必要があります。 

また、総合病院や保育所などの医療・福祉施設で一定規模を超える施設については、

都市機能誘導区域内への立地誘導を図るとともに、施設・機能の集約化や複合化によ

る居住誘導を促進させる施設として維持・存続を図っていきます。 

誘導施設は、都市機能誘導区域に誘導すべき、又、誘導区域外への立地の抑制を図

るための都市機能増進施設として設定するものであり、都市機能誘導区域のみならず

居住誘導区域や都市全体の人口構成や将来人口に加え、既存施設の立地状況や担って

いる役割・機能、利用圏を踏まえ、必要な施設を定めることとなっています。 

誘導施設は、施設の種類・用途・機能などによって、広域圏で必要なものから地域

単位に必要なものまで幅広い用途があることから、都市全体から見た立地状況を踏ま

えて検討した上で設定します。 

 

（２）各施設の⽴地状況 

市が保有する公共施設については、施設の実態を客観的に洗い出し、将来にわたり

適切な公共サービスの提供と持続可能な財政運営を両立させ、今後の維持管理・運営

のあり方を検討する必要があります。例えば、私立の小中学校は、今後、本市への立

地の可能性も低いこと、さらには、行政自らが将来人口や児童・生徒数から計画し、

立地場所を選定するものであることから、誘導施設に係る立地状況等の検討から除き

ます。 
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１）商業施設 
【抽出条件】 
  

抽出条件 

・大規模小売店舗 

大規模小売店舗においては、大規模小売店舗法により定める店舗面積 1,000 ㎡

以上とする。 

・その他、市内の小売店のうち、日常生活に必要不可欠な施設として、食品及び

日用品を扱う店舗であるスーパーマーケット、コンビニエンス・ストア、食料

品店、デパート及びガソリンスタンドを抽出する。 

参考資料 岩手県ＨＰ、大規模小売店舗一覧、タウンページ（平成 27 年７月現在） 

 
【地区別の⽴地状況】 
《花巻中心地区》 

「大規模小売店舗」が 10 施

設立地しており、うち県道山

の神西宮野目線沿道に３施設

が立地しています。また、各

種商業施設が全体的に拡散し

た立地状況となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

記号 施設分類 施設数 

 大規模小売店舗（店舗面積 1,000 ㎡以上） 10 

 小売店舗（店舗面積 1,000 ㎡未満） 9 

 小売店舗（コンビニエンスストア） 12 

 ガソリンスタンド 8 
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表 大規模小売店舗（店舗面積 1,000 ㎡以上） 

 

 

《花巻南地区》 

「大規模小売店舗」が３施設立地しており、複合商業施設となっています。 

また、県道山の神西宮野目線沿道に商業施設が集積して立地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 大規模小売店舗（店舗面積 1,000 ㎡以上） 

 

No 施　設　名　称 面積（㎡）

1 サンライフ／松園店（ベルプラス／松園店） 1,150

2 花巻中央複合店舗 1,400
3 サンライフ／桜木店（ベルプラス／桜木店） 1,516
4 薬王堂／花巻小舟渡店・ゼビオスポーツ／花巻店（WING301） 2,165
5 カワチ薬品／花巻店 2,400
6 マルカン百貨店 4,672
7 アルテマルカン／桜台店 6,182
8 ＸＹＺ花巻（ホーマック／花巻北店） 9,144
9 イトーヨーカドー／花巻店 11,326

10 花巻南新田タウン（花巻キラキラモール） 11,777

No 施　設　名　称 面積（㎡）

1 サンデー／花巻店 2,900

2 ビフレ／花巻店（旧フレッシュタモリ／花巻店） 3,320
3 不動ＳＣ「na・te・mo」（薬王堂／花巻不動店） 3,845

記号 施設分類 施設数 

 大規模小売店舗（店舗面積 1,000 ㎡以上） 3 

 小売店舗（店舗面積 1,000 ㎡未満） 4 

 小売店舗（コンビニエンスストア） 3 

 ガソリンスタンド 2 
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《空港拠点》 

花巻空港駅西側に工業団地が立地して

いることから、周辺に「コンビニエンス・

ストア」や「ガソリンスタンド」が集積

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

《石鳥谷拠点》 

国道４号沿道及びその他県道沿道に商業施設が立地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

記号 施設分類 施設数 

 大規模小売店舗（店舗面積 1,000 ㎡以上） 0 

 小売店舗（店舗面積 1,000 ㎡未満） 1 

 小売店舗（コンビニエンスストア） 5 

 ガソリンスタンド 3 

記号 施設分類 施設数 

 大規模小売店舗（店舗面積 1,000 ㎡以上） 0 

 小売店舗（店舗面積 1,000 ㎡未満） 4 

 小売店舗（コンビニエンスストア） 3 

 ガソリンスタンド 2 
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《大迫拠点》 

（主）盛岡大迫東和線沿道に６施設の「食料品店」が立地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《東和拠点》 

地区内外含め、土沢駅周辺に「商業施設」が集積しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

記号 施設分類 施設数 

 大規模小売店舗（店舗面積 1,000 ㎡以上） 0 

 小売店舗（店舗面積 1,000 ㎡未満） 8 

 小売店舗（コンビニエンスストア） 1 

 ガソリンスタンド 3 

記号 施設分類 施設数 

 大規模小売店舗（店舗面積 1,000 ㎡以上） 0 

 小売店舗（店舗面積 1,000 ㎡未満） 3 

 小売店舗（コンビニエンスストア） 0 

 ガソリンスタンド 1 
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《小売店舗（スーパー等）の存在確率》 再掲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【商業施設の誘導の考え方】 
生鮮食料品などを取り扱うスーパーなどの小規模な小売店舗については、４つの拠

点である花巻地域、大迫地域、石鳥谷地域、東和地域のそれぞれの「まちなか」で、

当面の間、現在の店舗数での存続・維持が可能であり、小売店舗の立地について規制

しないことが適切であると考えられます。一方、広域的な商圏を有する大規模小売店

については、利用圏域人口や各地区の居住人口だけでは判断できないことから、立地

条件や車利用による利用実態などの一定の要件も考慮して検討する必要があります。 

また、商業施設は、中心市街地における賑わいや活力を創出させる施設であること

から、「まちなか」への誘導すべき施設として考えられるとともに、現在、４つの拠点

の「まちなか」に立地していない、映画館などの不特定多数の集客施設についても誘

導すべき施設と考えられます。  

人口 施設数 人口 想定施設数

圏域１ 9,247 8 7,411 8.0 100.0%

圏域２ 6,070 6 4,740 6.0 100.0%

圏域３ 9,474 3 8,385 3.0 100.0%

圏域４ 8,696 8 7,032 8.0 100.0%

圏域５ 2,071 2 1,618 2.0 100.0%

圏域６ 726 1 545 0.7 68.3%

圏域７ 562 1 446 0.4 40.0%

圏域８ 613 1 468 0.4 43.2%
圏域９ 401 1 312 0.2 18.5%

圏域10 25 1 19 0.7 72.6%

圏域11 92 1 72 0.4 42.2%

圏域12 466 1 244 0.0 1.4%

圏域13 1,666 2 1,239 2.0 100.0%

圏域14 574 1 422 0.3 28.4%

圏域15 1,888 3 1,442 3.0 100.0%
圏域16 1,528 1 1,190 1.0 100.0%

圏域17 6,324 9 4,971 9.0 100.0%

圏域18 426 1 329 0.2 19.0%

圏域19 212 2 151 0.2 12.5%

圏域20 356 1 265 0.1 12.5%

圏域21 221 1 162 0.1 13.7%

圏域22 1,647 3 1,186 3.0 100.0%
圏域23 479 2 312 0.1 7.2%

圏域24 2,133 9 1,397 9.0 100.0%

平成27 平成47 平成27-47存在確率

（維持可能500人）
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２）医療施設・福祉施設 
 
【抽出条件】 
 

抽出条件 

・医療施設 

医療法・老人保険法に基づき、病床数 20 床以上有する施設を「病院」、19 床

以下を「一般診療所」として分類する。 

・福祉施設 

老人保険法などの関連法に基づき、高齢者の増加に伴い必要となる施設とし

て、「介護施設」及び「保健センター」を抽出する。 

参考資料 花巻市統計書、花巻市くらしガイド、地域医療ビジョン（平成 27 年） 

 
【地区別の⽴地状況】 
 
《花巻中心地区》         

 

地区南側に「一般診療所」

及び「介護施設」の過半が立

地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

記号 施設分類 施設数 

 病院 2 

 診療所 18 

 介護老人保健施設 2 
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《花巻南地区》 

鉄道で分断された東側は、「一般診療所」などの医療施設がなく、鉄道北西側に立地して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《空港拠点》 

花巻空港駅東側及び国道４号沿道に

「一般診療所」が立地しており、西側に

「介護施設」が２施設立地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

記号 施設分類 施設数 

 病院 1 

 診療所 3 

 介護老人保健施設 0 

記号 施設分類 施設数 

 病院 0 

 診療所 3 

 介護老人保健施設 0 
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《石鳥谷拠点》 

主に国道４号沿道及びその他県道沿道に「医療施設」や「福祉施設」が立地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《大迫拠点》 

「一般診療所」及び「介護施設」などの複合施設が地区西側に１施設あり、通所、訪問

型の「介護施設」が３施設点在しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

記号 施設分類 施設数 

 病院 0 

 診療所 4 

 介護老人保健施設 0 

記号 施設分類 施設数 

 病院 0 

 診療所 1 

 介護老人保健施設 1 
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《東和拠点》 

土沢駅周辺に「一般診療所」と「介護施設」が立地しており、地区外ではあるものの、

「介護施設」の複合施設が土沢駅南側に立地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【医療・福祉施設の誘導の考え方】 
医療施設のうち、診療所については、４つの拠点である花巻地域、大迫地域、石鳥

谷地域、東和地域のそれぞれの「まちなか」に点在しており、市民の身近な「かかり

つけ医」として市民の健康の維持・増進が保たれています。高齢者や障害のある人が

地域で安心して生活するためには、地域医療は欠かすことができないことから、総合

病院については「かかりつけ医」である診療所と連携して、施設の維持・存続をさせ

ていくことが求められています。このため、各拠点での圏域人口や人口密度だけで判

断することは適切ではないと考えられます。 

なお、総合的な医療施設については、「まちなか」への医療機関の集積により中心

市街地の人口密度が高まれば、地域の活性化や行政サービスの効率的な提供につなが

るものと考えられることから、誘導すべき施設として考えられます。 

また、介護や福祉が医療と連携し「地域包括ケアシステム」を構築することで、多

くの方が住みなれた地域で継続した生活を支援することにつながることから、福祉関

連施設についても、「まちなか」への誘導が必要な施設と考えられます。 

 

 

  

記号 施設分類 施設数 

 病院 0 

 診療所 1 

 介護老人保健施設 0 



- 110 - 

３）保育施設・教育施設 
【抽出条件】 
  

抽出条件 
・子育て支援施設として、保育施設である「保育園」、「幼稚園」、教育施設とし

て「小学校」、「中学校」、「高等学校」、「大学」を抽出する。 

参考資料 
花巻市統計書、花巻市立幼稚園管理運営規則、 

一般社団法人岩手県私立幼稚園連合会ＨＰ（平成 27 年 12 月時点） 

 
【地区別の⽴地状況】 
 
《花巻中心地区》         

地区内の「医療施設・教育施

設」は、花巻駅周辺に集積し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

記号 施設分類 施設数 

 保育園 7 

 幼稚園 3 

  定員数 園児数 定員比率 

花巻保育園 75 74 99% 

若葉保育園 90 100 111% 

第二若葉保育園 60 67 112% 

松園保育園 60 72 120% 

花巻太陽の子保育園 110 133 121% 

日居城野保育園 60 71 118% 

花巻幼稚園 140 98 70% 

私立大谷幼稚園 320 214 67% 

私立花巻みなみ幼稚園 180 75 42% 
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《花巻南地区》 

地区内に「保育園」が３施設立地しているとともに、定員数を超えた利用状況となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《空港拠点》 

花巻空港駅東側に「保育園」が２施設、

「小学校」が３校立地しており、土地区

画整理事業で整備された二枚橋地区（花

巻空港駅東側周辺）の「二枚橋保育園」

は定員数を超えた利用状況となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記号 施設分類 施設数 

 保育園 2 

 幼稚園 0 

記号 施設分類 施設数 

 保育園 3 

 幼稚園 0 

定員数 園児数 定員比率 

めぐみ保育園 60 68 113% 

ぴっころ保育園 60 74 123% 

南城保育園 60 66 110% 

 定員数 園児数 定員比率 

二枚橋保育園 60 73 122% 

宮野目保育園 90 83 92% 
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《石鳥谷拠点》 

地区内に「保育園」が１施設あり、土地区画整理事業で整備された「上口地区」内に立

地しており、定員数が 90 人で約 90％の利用状況となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《大迫拠点》 

地区内に「保育園」が１施設あり、定員数が 90 人で約 70％の利用状況となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

記号 施設分類 施設数 

 保育園 1 

 幼稚園 0 

記号 施設分類 施設数 

 保育園 1 

 幼稚園 0 

定員数 園児数 定員比率 

石鳥谷善隣館保育園 90 80 89% 

定員数 園児数 定員比率 

大迫保育園 90 63 70% 
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《東和拠点》 

地区内に「保育園」が１施設あり、定員数が 80 人で約 100％の利用状況となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保育施設の誘導の考え方】 
保育施設については、４つの生活サービス拠点である花巻地域、大迫地域、石鳥谷

地域、東和地域のそれぞれの「まちなか」に点在しており、施設の維持・存続は確保

されるものと考えられます。 

保育施設は、居住地周辺の施設を利用するとは限らず、職場近接や鉄道駅周辺など

の公共交通の利便性の高い場所に立地している施設など、立地場所や利用者のニーズ

により異なり、圏域人口と施設立地状況から判断することは適正ではないものの、多

くの人が集散する大規模な施設については「まちなか」への立地が望まれます。 

 

  

記号 施設分類 施設数 

 保育園 1 

 幼稚園 0 

定員数 園児数 定員比率 

土沢保育園 80 83 104% 
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（３）誘導施設の設定 

施設立地状況及び圏域人口を踏まえ、広域的な商圏を有する大規模小売店や多様な

運営・利用形態がある保育施設については、利用圏域人口や居住人口だけでは判断す

ることができないため、施設規模に応じて対応することが適切であると考えられます。

また、映画館などの不特定多数の人を集客する施設についても、「まちなか」への誘導

による賑わいの創出が図れるものと考えられることから、誘導施設と設定することが

考えられます。 

医療機能については、高齢者や障害のある人が地域で安心して生活するため、地域

医療は欠かすことができないことから、医療拠点となる総合病院を「まちなか」へ集

積することにより、中心市街地の人口密度が高まるとともに、地域の活性化や行政サ

ービスの効率的な提供につながるものと考えられます。 

 
 

 
想定される誘導施設 

中心市街地へ

の立地が望ま
れ る 施 設 

賑わいの創出

に繫がる施設 

誘導施設とし

て設定すべき
施 設 

規 模 

要 件 

医
療
施
設 

特定機能病院 ○ ○ ○  

地域医療支援病院 ○ ○ ○  

その他病院、診療所  ○   

社
会
福
祉
施
設 

老人福祉センター     

老人介護支援センター     

老人デイサービスセンター     

地域包括支援センター     

母子福祉センター     

保育所 ○ ○ ○ 70 名以上 

その他福祉関連法に定める施設 ○ ○ ○ 40 名以上 

教
育
・
文
化
施
設 

幼稚園  ○   

認定こども園  ○   

小学校、中学校  ○   

高等学校  ○   

中等教育学校  ○   

特別支援学校  ○   

大学又は高等専門学校 ○ ○ ○  

専修学校 ○ ○ ○  

各種学校     

図書館 ○ ○ ○  

博物館、美術館 ○    

商
業
施
設 

大規模小売店舗 ○ ○ ○ 1,000 ㎡以上 

食料品スーパー、食料品専門店  ○   

コンビニエンス・ストア  ○   

劇場、映画館、演芸場又は観覧場 ○ ○ ○  

  



- 115 - 

誘導施設については、本市の中心拠点に立地することにより、人口密度が増加し、

地域の活性化や行政サービスの効率的な提供につながる施設が想定されます。 

また、子どもから高齢者までの多くの人が利用する施設であることから公共交通機

関等の交通利便性の高い鉄道駅周辺への立地が望まれます。 

 なお、施設の誘導にあたっては、民間事業者などの自発的な建築・開発行為に委ね

るだけでは立地促進が図れないことも想定されるため、都市機能誘導区域内への立地

促進・誘導に向けたインセンティブ等の措置を検討していきます。 

 

【誘導施設】 

《高齢者の増加に伴い必要となる施設》 

○特定機能病院 

○地域医療支援病院 

○福祉関連法に定める施設（利用者定員数 40 人以上） 

 

《子育て支援施設》 

○保育所（70 名以上） 

 

《まちの賑わい創出》 

○図書館 

○大学及び専修学校その他関連施設 

○大規模小売店舗（1,000㎡以上） 

○劇場、映画、演芸場及び観覧場 
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６．誘導に向けた各種事業等 
 

立地適正化計画において掲げている施策・事業実施期間は、平成 28 年８月１日～34

年３月 31 日までとします。 

都市機能誘導施設への利便性・アクセス性を確保しつつ、誘導施設が適正に維持・存

続できるよう、都市機能誘導区域周辺への居住誘導及び市全域からのアクセスが可能と

なる各種施策・事業を計画的かつ段階的に展開していきます。 

なお、今後、立地適正化計画において掲げた施策・事業については、概ね５年ごとに

評価等を行い、必要に応じて同計画を変更します。また、誘導施設など新設・建替え時

には、特定用途誘導地区などの活用や、地域地区変更などによる容積率緩和の可能性を

検討します。 

 

（１）ハード事業 
都市機能誘導区域内において、現在、社会資本整備総合交付金を活用した事業や市

単事業等を展開する予定となっています。 

《花巻駅周辺の都市機能誘導区域における事業》 

花巻駅周辺の都市機能誘導区域においては、「総合花巻病院移転事業」、生涯

学園都市会館周辺への「図書館（複合）の移転・整備事業」、エセナ跡地へのま

ちなか回遊を促す「芝生広場整備事業」、誠山房跡を活用した公民連携などによ

る「集合住宅整備事業」など、計画的かつ段階的な整備を実施していきます。 

今後、「まちなか（中心拠点）」を維持・存続していくために、都市再生整備

計画事業や土地利用計画において位置づけている短中期における整備事業等の継

続的な実施に向けて検討します。 

○総合花巻病院移転整備（県立花巻厚生病院跡地への移転） 

○花巻高等看護専門学校移転整備 

○花巻図書館（生涯学園都市会館（まなび学園）周辺への移転） 

○地域生活基盤施設整備（エセナ跡地を多目的広場として整備） 

○上町花城町線道路整備（道路改良、歩道設置、電線地中化の実施） 

○城内大通り線道路整備（道路改良、歩道設置・実施） 

○集合住宅整備（民間・実施、ＰＰＰ手

法も視野に入れた集合住宅の建設） 

○リノベーションまちづくり（遊休不動

産活用による小規模事業等の創出） 

○市街地循環バス増設事業 

○保育所整備 

○特定生活介護施設整備 

○未利用地公有施設再活用事業 

○花巻駅橋上化事業 
芝生広場整備事業 
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《石鳥谷駅周辺の居住誘導区域における事業》 

石鳥谷地区における居住誘導区域においては、「宅地造成事業」「道の駅関連

整備事業」などの事業化に向けた検討を行います。 

○道の駅「石鳥谷」関連整備（内装改修や機能・駐車場等の再整備） 

○石鳥谷駅周辺の宅地造成（民間による宅地造成） 

 

《大迫地域（地域の拠点）における誘導事業》 

○大迫中学校改築 

○大迫学校給食センター建築（仮称） 

○大迫多目的広場整備（国道 396 号沿いの多目的広場を再整備） 

 

《東和地域（地域の拠点）における誘導事業》 

○東和コミュニティセンターの整備 

○東和地域旧小中学校の建築用途変更に伴う改修 
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（２）ソフト事業など今後の誘導に向けた施策の検討 
居住誘導区域外から区域内への住み替えを促進するためには、商業、医療・福祉など

の生活サービス施設が集積した利便性の高い市街地を形成する必要があります。 

また、社会状況や居住者ニーズの変化に対応した取り組みを進めていく必要がありま

す。 

○居住誘導施策によって空き家や跡地が増加した区域外において既存集落における空

き家や跡地については、移住・定住推進事業における空家・古民家活用の斡旋など

の事業と連携して適正管理に向け対応します。 

○まちなかは居住や生活サービス機能だけでなく、働く場としても重要です。リノベ

ーションまちづくり事業として、空きビル等を活用し、そこに新しいビジネスを創

出していく「家守※構想」を策定するとともに、まちなかにおける働く場を創出して

いきます。 

※家守とは、ビルオーナーから空室を借り入れ、そこに新たな経済の担い手を呼び込むとともに、こ

うしたテナントと地域企業や住民などとの交流や連携 をプロデュースしながら、地域経済の活性

化やコミュニティの再生を目指す民間事業です。 

 

〇リノベーションまちづくりによる新しいビジネスの創出など、都市機能の再構築に

向けた公的不動産の積極的な活用を図ります。 

○定住促進の支援として、ＵＩＪターン希望者のための相談窓口を設置するなど、花

巻市への移住を支援するとともに、企業誘致や雇用の促進など、本市への定住促進

を図る施策に取組みます。また、観光振興活動による交流人口の増加を図るととも

に、地域コミュニティの活性化や移住促進を図ります。 

○都市機能誘導区域内に誘導施設を維持・確保するため、事業者・行政・不動産業界・

市民との連携ネットワークの強化を検討します。 

○居住誘導区域内の人口密度を維持するため、不動産業界、住宅業界等との連携を図

り、空き家等の解消に向けた連携ネットワークの強化を検討します。 

  

リノベーションまちづくり
新たな担い手によるまちのコンテンツ創出

クリエーター等とアクセス開拓

遊休不動産の能動的な活⽤

学生の研究、活動とのタイアップ

活⽤可能な遊休不動産探索

専門性（デザイン、建築、⾦融etc）の高い人材の呼込み

花巻市の取り組み

不動産オーナーの意識喚起

資⾦調達スキームの検討・⽤意

新たな担い手創出、育成、誘致、支援

公共空間の有効活⽤
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《花巻駅周辺地域》 

花巻駅周辺地域においては、想定される上記の事業のほか、都市機能誘導区域内

における各種事業を展開し、魅力ある中心市街地の再生による、まちなかへの居住

を誘導します。 

 

《石鳥谷駅周辺地域》 

石鳥谷駅周辺地域においては、地域住民の生活に密着した生活サービス施設が立

地しているものの、空き店舗・空き家も多く介在していることから、上記の施策に

加え、商店街を中心としたまちの再生を展開していきます。 

 

 

 

 

 

  

【居住の誘導に向けて想定される施策】 

① 将来花巻市の担い手となる若者、子育て世帯、新婚家庭の定住促進 

・子育て世帯等定住促進事業 

・世代間交流集合住宅整備 

② 既存ストックを有効活用した良好な住宅ストックの活用 

・リノベーションまちづくり（家守構想） 

・空き家再生等推進事業（空き家の活用、戸建、共同住宅リフォーム補助） 

③ まちなか居住の魅力向上 

・公民連携推進事業       ・高齢者居住支援事業 

・公共交通確保対策事業     ・地域福祉連携対策事業 



- 120 - 

《都市機能誘導区域で想定している事業》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

大町バス停 

花巻駅 

〇総合花巻病院移転整備（県立花

巻厚生病院跡地への移転整備） 

〇花巻高等看護専門学校移転整備 

〇保育所整備 

〇特定生活介護施設整備 

〇地域生活基盤施設整

備（エセナ跡地を多目

的広場として整備） 

〇集合住宅整備（民間・実施、

ＰＰＰ手法も視野に入れ

た集合住宅の建設） 

〇未利用地公有施設再

活用 

〇市街地循環バス増設 

〇花巻駅橋上化 

〇城内大通り線道路整

備（道路改良、歩道

設置） 

〇花巻図書館（生涯

学園都市会館（ま

なび学園）周辺へ

の移転） 

〇上町花城町線道路

整備（道路改良、

歩道設置、電線地

中化の実施） 

〇リノベーションまちづく

り（リノベーションによ

る小規模事業等の創出） 
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《居住誘導区域（石鳥谷地区）で想定している事業》 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

エリア① 
・石鳥谷地域の拠点地区として、空き店舗等を活用し、

地域住民の生活に密着した利便性の高い商店街の
再生を目指します。 

・空き店舗等の状況を把握し、「空き家を売りたい」
と「空き家を取得したい」をマッチングさせる等、
空き家バンク制度を有効活用し、まちなかへの居住
を促進していきます。 

エリア② 
・土地区画整理事業の見直し
（廃止）を検討し、既存道
路の拡幅整備などを行い、
賑わいのある駅前市街地環
境の形成を目指します。 

エリア③ 
・地域振興に寄与している国

際交流センターを中心に、
既存道路等の拡幅整備など
を行い、駅に近接した良好
な住宅市街地の形成を目指
します。 

エリア④ 
・都市的未利用地が多く介在
していることから、民間住
宅開発による駅に近接した
利便性の高い住宅市街地の
形成を目指します。 

エリア⑤ 
・石鳥谷ニュータウンや石鳥

谷小学校（学童クラブ含
む。）などが立地しているこ
とから、駅に近接した利便
性の高い住宅市街地の形成
を目指します。 
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（３）公共交通網の形成 
１）公共交通網再編に向けた基本的な方針 

 

公共交通を必要とする市民にとって、通勤・通学、買い物、通院等、日常生活にお

ける移動がより利便性の高いものにするとともに、観光地としても知名度の高い花巻

市として、他地域からの来訪者に対してもわかりやすく、利用しやすい公共交通網の

形成を目指します。 

また、地域公共交通は、地域の理解と協力がなければ維持は不可能であり、今後も

より多くの方の利用につながる積極的な情報発信に努めていくとともに、地域の特性

や需要により適合した公共交通のかたちを検討・実施していきます。 

これらのことを踏まえ、「立地適正化計画」との整合を図り、コンパクト・プラス・

ネットワークの実現に寄与すべく、拠点間を結ぶ幹線軸を長期的に維持できる地域公

共交通網の形成を目指します。 

 

２）具体的な方策 
○各拠点が連携可能な公共交通網の形成を図るため、幹線系統を維持していきます。 

・花巻中心拠点～石鳥谷地域拠点    ・花巻中心拠点～東和生活拠点 

・花巻中心拠点～隣接市町（北上市）  ・花巻中心拠点～大迫生活拠点 

・石鳥谷地域拠点～大迫生活拠点    ・大迫生活拠点～隣接市町（紫波町） 

○各拠点周辺の公共交通サービス圏外を予約応答型交通で補完していきます。 

○中心市街地内の循環バスの拡充による利便性向上 

・中心市街地内の循環バス 

○観光系統の維持 

・台温泉～花巻温泉～花巻市街地 

・花巻南温泉等の観光地～花巻市街地 

 

現状（H27 年）  将来（H35 年） 

路線バス 
（幹線系統） ６路線  

路線バス 
（幹線系統） ６路線 

路線バス 
（支線系統） 16 路線  

路線バス 
（支線系統） 

- 

路線バス 
（観光系統） 

２路線  
路線バス 

（観光系統） ２路線 

循環バス 
（ふくろう号） 

１路線 
循環バス 

（ふくろう号） １路線 

計 25 路線  計 ９路線 

予 約 応 答 型 
乗 合 交 通 

２エリア  
予 約 応 答 型 
乗 合 交 通 

市全域を対象に
拡大を検討 

１系統  
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図 地域公共交通網図（現況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域公共交通網図（将来像） 


